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台東区子供歴史・文化検定 

解答と解説（小学生用） 
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問１．正解 ア  

貝塚
かいづか

があることから、上野
う え の

桜木
さくらぎ

のある上野
う え の

台
だい

は海に近く、人が住んで

いたことが分かります。（１３頁） 

 

問２．正解 エ  

徳川慶喜
よしのぶ

は、最後の江戸幕府将軍で第１５代です。（２９頁） 

   １２代 徳川家慶
いえよし

  

１３代 徳川家
いえ

定
さだ

 

   １４代 徳川家
いえ

茂
しげ

          

 

問３．正解 エ  

上野
う え の

公園
こうえん

にある摺
すり

鉢山
ばちやま

古墳
こ ふ ん

は前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

で、古墳
こ ふ ん

時代
じ だ い

につくられました。

（１４頁） 

 

問４．正解 ア  

古
こ

墳
ふん

時代の人々は、地面を掘
ほ

り下げ、柱を立てて、ワラやカヤなどで

屋根をふいた、竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

に住んでいました。イの長屋は江
え

戸
ど

時代、ウ

の文
ぶん

化
か

住
じゅう

宅
たく

は大正時代から建てられ、エのアパートメントハウス（ア

パート）が最初に建てられたのは明治時代のことです。（１４～１５頁） 

 

 

問５．正解 エ  

アメ横は終戦直後の混
こん

乱
らん

した時代に生まれた商店街です。アの仲見世

とウの浅草広
ひろ

小路
こ う じ

は江戸時代にすでに商店が立ち並
なら

びにぎわっていまし

た。イの谷中銀
ぎん

座
ざ

は１９４５（昭和２０）年ころに生まれ、商店街とし

て発
はっ

展
てん

していきました。（４２頁） 

 

 

問６．正解 イ  

江戸時代の初めの寛永寺創建
そうけん

の時に、天海
てんかい

僧正
そうじょう

によりつくられました 

（２１・９７頁） 
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問７．正解 ア  

人々は陸路
り く ろ

を歩き、重い荷物などは船で運んでいました。現在
げんざい

でも重

いものは船で運搬
うんぱん

されることが多く、大きな工場などが海岸近くに建設
けんせつ

されることが多いのはそのためでもあります。（１７頁） 

 

問８．正解 イ  

国民
こくみん

学校
がっこう

初等科
しょとうか

の３年生から６年生の児童らは、学童
がくどう

疎開
そ か い

の対象にな 

りました。下谷区
し た や く

の学校は福島県
ふくしまけん

、浅草
あさくさ

区
く

の学校は宮城県
みやぎけん

へ疎開しました。

会津
あ い づ

美里町
みさとまち

は当時の疎開先
そかいさき

の縁
えん

で友好
ゆうこう

都市
と し

になりました。（４１頁） 

 

問９．正解 イ  

鎌倉時代から室町時代にかけては、江戸氏という武士が石浜に城を構

えて地域
ち い き

支配
し は い

を行っていました。（１７頁） 

 

問１０．正解 エ  

上野公園は江戸時代より４００年近く花の名所として続き、今でも多 

くの人が訪れます。花を愛する心は人に対する思いやりを育み、うるお

いのある町づくりにつながります。（７１頁） 

 

問１１．正解 ウ  

江戸時代は服装に厳
きび

しい規則
き そ く

が設けられていて、行事
ぎょうじ

や役職
やくしょく

により

着るものが決められていましたが、一般的な武士の正装
せいそう

は小袖
こ そ で

の上に

裃
かみしも

でした。（４６頁） 

 

問１２．正解 エ  

靴は編み上げのブーツでした。 

ハイカラの由来は英語の丈の高い襟
えり

「ハイカラー」です。西洋風で

目新しくしゃれている事を「ハイカラ」と呼び、西洋風のひさし髪を 

    ハイカラ髪といい、その髪型をしている人をハイカラさんと呼びまし

た。（５１頁） 
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問１３．正解 ア  

江戸の住民（長屋の借
しゃく

家人
や に ん

を除
のぞ

く）は石
こく

高
だか

や家の幅
はば

（間口）によっ

て決められた水道料金を負
ふ

担
たん

しました。亀
かめ

有
あり

上水・青山上水・三田上水・

千川上水は１７２２（享
きょう

保
ほう

７）年に廃
はい

止
し

されました。家庭からの排
はい

水
すい

や

雨水などは下水道に流されました。（４９～５０頁） 

 

問１４．正解 ウ  

瓦版
かわらばん

は、江戸時代から明治時代にかけて数多く摺
す

られた、現在の新 

聞や雑誌などにあたる大衆
たいしゅう

向けの印刷物でした。（６７～６８頁） 

 

問１５．正解 ウ  

関東
かんとう

大震災
だいしんさい

では、下町の住宅
じゅうたく

密集地
みっしゅうち

を中心に火事で多くの住宅が焼

けてしまいました。その後学校をつくる時に、学校の隣
となり

や近くに公園

を設
もう

けることによって、避難
ひ な ん

場所としました。（３８～３９頁） 

 

問１６．正解 ア  

区内には、寛永寺
かんえいじ

と浅
せん

草寺
そ う じ

に「時
とき

の鐘
かね

」があります。現在でも毎日、

寛永寺は朝夕６時と正午、浅草寺は朝６時に鳴らされています。（６７

頁） 

 

問１７．正解 ア  

簪
かんざし

の需要
じゅよう

は減りましたが、江戸つまみ 簪
かんざし

の技法は服につけるブ

ローチなど色々な作品に応用
おうよう

されています。区内では一般の人に作り

方を教えているところもあります。（７９頁） 

 

問１８．正解 エ  

徳川家康は、江戸と各地を結ぶ日本橋を起点として５つの街道
かいどう

の整

備を行いました。現在この起点という意味の「日本国
にほんこく

道路元標
どうろげんぴょう

」が日

本橋の中心部に設置されています。この文字を書いたのは第６１～６

３代の総理大臣佐藤
さ と う

栄作
えいさく

です。 

なお、日本橋の橋の欄干
らんかん

と高速道路の壁面
へきめん

にあるプレートの「日本

橋」の文字は、徳川慶喜が書いたものです。（８７～８８頁） 

3



4 
 

問１９．正解 ア  

イは同時に運行
うんこう

されている昭和３０年の写真がテキスト８５項に

掲載
けいさい

されています。ウは浅草
あさくさ

橋
ばし

が誤りで、浅草橋が架かるのは神田川
かんだがわ

で

す。エは人がかつぐ、蓮台が誤りで、大きな川を渡る時には主に渡し舟
わたしぶね

を利用していました。（９５～９７頁） 

 

問２０．正解 エ  

六区
ろ っ く

は火事
か じ

、震災
しんさい

、戦災
せんさい

を受けた後でも、その姿を変えながら賑
にぎ

わ

いを保ってきました。（１０８～１０９頁） 

 

問２１．正解 ウ  

門前町
もんぜんまち

が成立することによって、その周辺
しゅうへん

も発展
はってん

し、市街地化
し が い ち か

がい 

っそう進むという効果
こ う か

もありました。（１０５頁） 

 

問２２．正解 ア  

上野
う え の

は高台
たかだい

が連なっていることから、不忍
しのばずの

池
いけ

はありましたが大規模
だ い き ぼ

な田圃
た ん ぼ

はありませんでした。（１０１頁） 

 

問２３．正解 ウ  

飲食店向けの食器、家具、道具などをあつかう「かっぱ橋道具街」

の名は全国に知られています。アは御徒
お か ち

町
まち

、イは花川戸、エは浅草橋、

蔵
くら

前
まえ

が中心になっています。（１１３～１１４頁） 

 

問２４．正解 ア  

節分
せつぶん

の行事
ぎょうじ

には、お寺や神社などにより色々な方法があります。「鬼

は外、福は内」というかけ声が一般的ですが、「福は内、福は内」と

いうお寺や、「鬼は外、鬼は外」という神社もあります。（１１７頁） 

 

問２５．正解 イ  

東京１００年を記念して、浅草寺の「慶安
けいあん

縁起
え ん ぎ

絵巻
え ま き

」のなかの祭礼
さいれい

行

列をもとに、浅草観光連盟によって創作されました。（１１９頁） 
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問２６．正解 エ  

まないた開きは、二匹の鯉
こい

をまないたにのせ、手を触れずに長い箸
はし

と

包丁で調理する儀式
ぎ し き

です。（１１７頁） 

 

問２７．正解 ウ  

年末の酉
とり

の市では「福を掻
か

きこむ熊出」として、お多福
た ふ く

や千両箱、稲

穂などをつけた熊手が縁起物
えんぎもの

（。すまいてれら売で内境てしと １２４頁） 

 

問２８．正解 ア  

毎年１月８日に行われる行事で、竹をもった子供たちが「とんどと 

んど」といいながら地面をたたきます。正月飾
かざ

りを燃
も

やすこの火にあた

ると１年を元気に過ごせるともいわれています。（１１６頁） 

 

問２９．正解 ア  

戦争中は軍により自由な発言
はつげん

が制限
せいげん

され、演劇
えんげき

・落語
ら く ご

なども内容を

厳しく監督
かんとく

されました。（１３４頁） 

 

問３０．正解 ア  

小野
お の

照崎
てるさき

神社
じんじゃ

には、富士山から溶岩を運んでつくった高さ約５ｍの

塚があります。（１３９頁） 

 

問３１．正解 エ  

最近では小惑星
しょうわくせい

探査機
た ん さ き

「はやぶさ」の無事の帰還
き か ん

なども祈願
き が ん

された

といいます。（１３４頁） 

 

問３２．正解 エ  

１９２３（大正１２）年、関東
かんとう

大震災
だいしんさい

で焼失
しょうしつ

しましたが、第２次

世界大戦の空襲
くうしゅう

の際
さい

にはまったく損傷
そんしょう

がありませんでした。第２次

世界大戦より前の１９３４（昭和９）年に建て替えられていますが、

その時に日本画の巨匠横山
よこやま

大観
たいかん

によって描
えが

かれた天井
てんじょう

絵
え

「 龍
りゅう

」が神

社を火事から守ったと言われています。（１３９～１４０頁） 
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問３３．正解 イ  

待
まつ

乳
ち

山
やま

聖
しょう

天
でん

は、正式には待
まつ

乳
ち

山
やま

本
ほん

龍
りゅう

院
いん

といい、大根と巾
きん

着
ちゃく

（砂
さ

金
きん

袋
ぶくろ

）がシンボルとなっています。大根は消化がよく栄養価
か

が高いとこ

ろから健康
けんこう

増進
ぞうしん

・一家
い っ か

和合
わ ご う

のもと、巾着は金銀
きんぎん

財
ざい

宝
ほう

で商売
しょうばい

繁盛
はんじょう

を表

しています。（１２８～１２９頁） 

 

問３４．正解 イ  

東京には５つの目の色をした五色(ごしき)不動があり、五色とは目 

白・目赤・目黒・目青・目黄の各不動のことです。現在の目白（豊島区）・

目黒（目黒区）の地名は、この五色不動にちなんだものです。（１３５

頁） 

 

問３５．正解 ウ  

１９４９（嘉
か

永
えい

２）年に蘭方
らんぽう

禁止令という法律が出され、オランダ

医学の勉強は禁止されました。それに対抗して、蘭方医の伊東
い と う

玄
げん

朴
ぼく

は

同士をつのり種痘
しゅとう

を行う種痘所を設置しました。種痘所が効果を上げ

たことから、幕府も種痘の普及
ふきゅう

活動
かつどう

を認めるようになりました。この

種痘所は、現在の東京
とうきょう

大学医
だいがくい

学部
が く ぶ

の始まりとなったとされています。

（１４９～１５０頁） 

 

問３６．正解 ウ  

この作品は、浅草鳥越にあった江戸幕府の「天文方」の屋敷を描い

たものです。天体の位置を測定する「渾天
こんてん

儀
ぎ

」を据
す

えた場所から役人

が富士山を眺
なが

めています。（１４７頁） 

 

問３７．正解 ア  

江戸時代中期に『誹風
はいふう

柳
やなぎ

多留
だ る

』という本を出して有名になりました。

柄
から

井
い

家は代々、浅草新堀端
しんぼりばた

の地主でした。川柳という号は代々社中
しゃちゅう

で

受け継がれ、現在は１６世尾藤
び と う

川柳
せんりゅう

です。（１６５頁） 
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問２６．正解 エ  

まないた開きは、二匹の鯉
こい

をまないたにのせ、手を触れずに長い箸
はし

と

包丁で調理する儀式
ぎ し き

です。（１１７頁） 

 

問２７．正解 ウ  

年末の酉
とり

の市では「福を掻
か

きこむ熊出」として、お多福
た ふ く

や千両箱、稲

穂などをつけた熊手が縁起物
えんぎもの

（。すまいてれら売で内境てしと １２４頁） 

 

問２８．正解 ア  

毎年１月８日に行われる行事で、竹をもった子供たちが「とんどと 

んど」といいながら地面をたたきます。正月飾
かざ

りを燃
も

やすこの火にあた

ると１年を元気に過ごせるともいわれています。（１１６頁） 

 

問２９．正解 ア  

戦争中は軍により自由な発言
はつげん

が制限
せいげん

され、演劇
えんげき

・落語
ら く ご

なども内容を

厳しく監督
かんとく

されました。（１３４頁） 

 

問３０．正解 ア  

小野
お の

照崎
てるさき

神社
じんじゃ

には、富士山から溶岩を運んでつくった高さ約５ｍの

塚があります。（１３９頁） 

 

問３１．正解 エ  

最近では小惑星
しょうわくせい

探査機
た ん さ き

「はやぶさ」の無事の帰還
き か ん

なども祈願
き が ん

された

といいます。（１３４頁） 

 

問３２．正解 エ  

１９２３（大正１２）年、関東
かんとう

大震災
だいしんさい

で焼失
しょうしつ

しましたが、第２次

世界大戦の空襲
くうしゅう

の際
さい

にはまったく損傷
そんしょう

がありませんでした。第２次

世界大戦より前の１９３４（昭和９）年に建て替えられていますが、

その時に日本画の巨匠横山
よこやま

大観
たいかん

によって描
えが

かれた天井
てんじょう

絵
え

「 龍
りゅう

」が神

社を火事から守ったと言われています。（１３９～１４０頁） 
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問３８．正解 ウ  

コンドルは建築家、ボードウィンは医師、モースは大森
おおもり

貝塚
かいづか

の発見 

者です。（３２、１５７～１５８頁） 

 

問３９．正解 ア  

ロッシュは駐
ちゅう

日
にち

フランス公使
こ う し

、パークスは駐日イギリス公使、ゴロ 

ーニンはロシアの軍艦
ぐんかん

「ディアナ号」の船長です。（１６６頁） 

 

問４０．正解 イ  

忠
ただ

敬
たか

の時代には飛行機はありませんでした。飛行機が実用化された 

のは、２０世紀に入ってからです。（１４８～１４９頁） 

 

問４１．正解 ア  

石浜城は鎌倉時代から室町時代にかけて存在したようです。国立西

洋美術館は１９５９（昭和３４）年に建てられたものです。地下鉄は

１９２７（昭和２）年開業です。（１８８頁） 

 

問４２．正解 エ  

日本初そしてアジア初の地下鉄は、昭和２年に上野～浅草間で開業

しました。（１８６頁） 

 

問４３．正解 ウ  

自転車はヨーロッパで発明されました。当時の自転車は非常に高価

で、庶民は手に入れることができませんでした。（１８１頁） 

 

問４４．正解 ア  

ソメイヨシノは、吉野
よ し の

桜
ざくら

などと呼ばれていましたが、上野の博物館

員の藤野
ふ じ の

寄
き

命
めい

によって１９００（明治３３）年に正式に名づけられまし

た。（１７７頁） 

 

 

 

7



8 
 

問４５．正解 エ  

１９４９（昭和２４）年に両校が統合され、東京藝術大学となりま  

した。（１７７頁） 

 

 

問４６．正解 ア  

中村
なかむら

不折
ふ せ つ

は約３０年間、根岸に住んでいました。不折が書道研究の

ために集めた資料や美術品を納めた書道博物館は、平成７年に台東区

に寄贈
き ぞ う

されました。（１９６頁） 

中村不折は、夏目漱石『吾輩は猫である』の挿絵作家としても知ら

れています。 

 

問４７．正解 エ  

岩崎邸は、越後
え ち ご

高田藩
たかだはん

榊原家
さかきばらけ

の屋敷があった土地に、ジョサイア・

コンドルの設計により岩崎
いわさき

久弥
ひ さ や

が建てた邸宅
ていたく

です。（２０９頁） 

 

問４８．正解 エ  

松方
まつかた

コレクションはフランスから返してもらったもので、当初の美

術館はフランス美術館という名前でした。（２０７～２０８頁） 

 

問４９．正解 エ  

朝
あさ

倉
くら

彫
ちょう

塑
そ

館
かん

は、彫塑家
ちょうそか

の朝倉文夫
ふ み お

がアトリエ兼
けん

自
じ

宅
たく

として使用して

いた建物を一般に公開しているものです。（１９５頁） 

 

問５０．正解 イ  

樋口
ひ ぐ ち

一葉
いちよう

は明治時代の女流作家です。一葉の代表作『たけくらべ』

は、下谷
し た や

龍
りゅう

泉
せん

寺町
じ ま ち

に住んでいたときに構想を得て執筆
しっぴつ

されました。（１

９７頁） 
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